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海外派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2018/11/01 ～2018/11/30 ) 

                                               

１． 勉学の状況 

 11 月の初めに今セメスターの期末テストの登録をしました。UPEC では千葉大学のように、普

通の学生はインターネットで授業登録などができるのですが、留学生はできません。なので授業

の登録の際はコーディネーターに用紙の提出が必要で、テストの登録の際は事務の方に届け出を

しなければいけません。少し面倒ですが、手続きが上手くいったので安心しています。 

文学部の授業はやはり難しいですが、以前よりも聞き取れる単語や理解できるフレーズは増え

てきたように感じます。しかし聞きながら書き取ることが難しいため、結局聞き取ったことを忘

れてしまったり、ついていけなくなってしまったりしています。また、参考図書を少しずつ必死

に読み進めていますが全く終わりが見えません、、、(笑)セメスターの初めの方は読むのをさぼっ

ていたのでそのつけが今回ってきているように感じます、、、まだまだ読むスピードが遅いですが、

少しずつこなしていって 1 月のテストに備えたいと思います。 

 フランス語の授業では定期的にミニテストが行われています。ライティングと文法のテストは

あまり悪くなかったのですが、やはり苦手なリーディングのテストは点数が半分にも届きません

でした。少しずつでも語彙力と読む速さを上げていければと思います。また、オーラルの授業で

はプレゼンテーションを行いました。テーマは自由だったので、私は日本とフランスの違いにつ

いて自分が感じたことや、周りのフランス人から聞いたことについて話しました。UPEC には留

学生がとてもたくさんいるのですが、日本人の留学生は珍しいためか、クラスメートも先生もと

ても興味を持ってくれました。クラスメートに日本に行ったことがある子が 1 人いて、彼女は

日本人が車も通っていないのに赤信号でずっと待っているのは変だなと感じたそうです。という

のもヨーロッパの多くの国では、大体の人は車が来てなければ赤信号でも横断歩道を渡るからで

す。このように日本だと当たり前のことが他の国ではおかしいこともたくさんあるので、自分の

国について知ってもらったり、お互いの文化について話し合ったりすることは新しい発見もあり、

自分の国を客観的に見ることができてとても有意義だと思いました。 

 またフランス語の授業の一環として毎週金曜日の午後にパリの街や文化について学ぶ授業が

あります。これは実際にパリの街を歩きながら先生が建物の歴史について話してくれたり、美術

館に行っていろんな作品を見たりと週によって様々です。この授業は強制ではないのですが、他

の留学生と会話をする機会ができたり、パリの文化についての知識を深められたりするのでほぼ

毎週参加しています。最近ではクリスマスも近づいてきたので Galerie Lafayette のクリスマスの

デコレーションを見に行ったり、オルセー美術館で印象派などの作品を見たり、香水博物館で香

水の歴史を学んだりと、どれもとても興味深かったです。最後に写真も載せたいと思います。 
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２． 生活の状況 

 手続きについて書いておきます。 

１． 滞在許可証 

先月の報告書で、11 月の頭に滞在許可証を取得する手続きがあると書きました。そこで指

定された日に手続きに行ったのですが、「来週また電話するので指定された日にもう一度来

てください」と言われました。理由はよく分からなかったのですが、次の週の電話を待つ

ことにしてその日は帰りました。結局連絡は来ず、こちらから電話しても繋がらず、2 週間

後くらいにやっとメールで連絡が来ました。滞在許可証の手続きは 3 ヶ月以内に行うよう

に言われていたので焦りましたが、次の手続きで無事に滞在許可証を取得できればと願う

しかなさそうです。周りの友人はそもそも返事が来ない人などもいたりしてさすがフラン

スだなと感じています。 

２． その他手続き 

その他の手続きとして国民保険への加入と住宅補助の手続きがあります。しかしこれらは

どちらも滞在許可証を取得していないと手続きができないようなので、詳細はまた後日記

載します。 

 

今月に入り、寒い日が続いています。体感気温が 0 度近くになることもあるのでコートを購

入しました。また、雨も強くないですがよく降るのでハイカットの防水のブーツを買いました。

私の住んでいる地域はパリの中心部から少し離れているのでお店などはたくさんありませんが、

最寄り駅の 2 駅先にららぽーとのようなショッピングモールがあり、H&M や ZARA、Bershuka

などが入っているので買い物には全く困らないです。衣類だけでなく日用品もそこで揃うのでと

ても便利です。さらに今月に入って母が仕送りをしてくれました。海外への荷物の宅配はとても

お金がかかるのですが、スーツケースたった一つで渡航したため、持っていけなかったコンタク

トレンズや書物、衣類などを送ってもらいました。またインスタントのお味噌汁やご飯なども送

ってもらえたので、日本食が恋しくなった時や時間がない時に少しずつ食べています。 

また、最近気になり始めたのがルームメイトとの感覚や文化の違いです。共有スペースの掃除

を全くしなかったり、バスルームの床が拭いてと言ってもびしょ濡れだったり、食器を拭かずに

棚に入れたりなど日本では有り得ないなと思うことが多々あります。個人の問題か、文化の問題

かは分かりませんが、驚くことばかりで少しストレスに感じることもあります。ですがこのよう

に他人と生活するという経験はあまりできることではないと思うので、伝えることは伝えつつ、

我慢することは我慢して上手くやっていけたらと思います。ただ、日本人はきれい好きな人が多

いと思うので、このような違いなどに敏感な人は絶対に一人暮らしをすることをお勧めします

(笑) 

最後に今月訪れた場所の写真を載せておきます。まず先月の終わりから今月の頭にかけて

Toussaint のバカンスがあったので、千葉大学の学科の先輩が住んでおられる Rennes に旅行し
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ました。Rennes の町を案内してもらったり、ガレットやクレープを食べたり、留学の相談に乗

ってもらったりしました。また、ずっと行きたかったモンサンミッシェルにも行くことができ、

いいバカンスを過ごすことができました。 

↓こちらはレンヌの街並みです。パリとは少し違う趣があります。 
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ブリュターニュ地方で有名なガレット 

クレープ 
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↑モンサンミッシェルです。近くで見るとやはり壮大で素敵でした。 

 

↑オムレツです。有名な店ではないと思いますが、高くなく美味しかったので満足です。 
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↑こちらは Tandem の学生と行ったパリのある通りです。写真ではあまり伝わらないのですが、

ありふれたパリの街並みとは違う雰囲気が漂っています。 

 
↑こちらは Galerie Lafayette のクリスマスツリーです。装飾は毎年変わるそうです。 



A4-2 
 

ver.2 
 

 

↑こちらはオルセー美術館の写真です。元々は駅だったため、このように大きな時計が残ってい

るのだと思われます。 

 
↑ルノワール『ムーラン・ド・ラ・ギャレットの舞踏場』 
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↑香水博物館です。装飾もクリスマス仕様でかわいかったです。 

 
↑偶然セーヌ川の近くを通りかかった時に撮影したものです。遠くにライトアップされたエッフ

ェル塔が小さく見えます。夜のパリならぜひ、セーヌ川のほとりを散歩してみてください。 

 留学も早 3 ヶ月が経過しました。もっともっと勉強できるはずだと思うので、時間を無駄に

せず、体調に気を付けながら、もっともっと成長できるように自分から行動していけたらと思い

ます。 
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海外派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2018/12/01 ～2018/12/31 ) 

                                               

１． 勉学の状況 

 文学部の授業ではテストの日程が発表されました。1 月に入ってすぐということで、年末年始

も気が抜けませんでした。フランス語圏の文学の授業では前回のレポートが返却され、先生から

いくつかアドバイスをいただきました。まず何よりもフランス語に問題があるということでフラ

ンス人の友人に文法の誤りを厳しく指摘してもらい、見直しました。また commentaire composé

は小説や詩などの作品の指定された範囲について自分なりの問題提起をし、その問題について分

析をしていくのですが、私の書いたものは文学的分析が足りないという指摘もいただきました。

最後に再び新しい課題が出されたので、今回はその点に注意して書いていますが、文章の内容も

私にとってはとても難しいため、文学的分析を行うのはとても大変なのですが、前回よりも良い

点数が取れればと思います。また、レポートを書いていて自分の表現の幅がとても狭いことを感

じます。日本語でこういうことを言いたいけど、フランス語で表現するのは難しい、といった具

合です。こちらに来て 4 ヶ月ほど経ちますが、まだまだ勉強が足りないと感じるので残りの留

学生活で読書やリスニングの時間を増やし、表現力が身につけばと思います。 

 フランス語の授業は 12 月中に 3 回目のミニテストも行われ、授業が全て終了しました。最後

の授業ではクラスメートと先生で写真を撮ることもでき、このクラスで授業することがもうない

と思うととてもさみしかったです。私のクラスメートは国籍が様々で、授業の中で時々話題にあ

がるそれぞれの国の特融の文化であったり、言語であったり、そんな環境に常に新鮮さを感じる

クラスでした。ただ、引っ込み思案な私はあまり周りの学生に話しかけていくことができなかっ

たので、仲良くなれた学生は少なかったです。第 2 セメスターではもう少し積極的に話しかけ

たり、友人を作ったりできたらと思います。 

 12 月の初めに文学部のコーディネーターの方に呼ばれ、第 2 セメスターで受講する授業を決

め始めるようにと言われました。また、4 月に行われる文学部の文化祭のようなものに、留学生

チームとして参加しないかと誘われました。この文化祭は過去に先輩が参加されたと伺っていた

ので興味があり、私も参加することにしました。12 月のうちに現時点で参加が決まっている学

生とコーディネーターの方で話し合いの場が設けられました。準備は第 1 セメスターが終わっ

た 1 月から始まるようなので、詳しいことは来月の報告書に載せたいと思います。正直周りの

学生の語学力がとても高いので、会話についていけるか不安ですが、会話の機会が増えるとこは

とても楽しみなので、少しずつ会話力も上げていけたらと思います。 

 文化体験の最後の授業ではそれぞれの母国でよく食べられている料理を持ち寄ってパーティ

が行われました。私は日本に住んでいた中国人の学生と協力して肉じゃがを作りました。周りの

学生にとってもおいしいと褒められたり、レシピ教えてと言われたり、やはり日本食は人気があ
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るのだなと感じました。また様々な国の料理を食べることで、それぞれの国の新しい一面を知る

ことができてとても楽しかったです。 

 

 

２． 生活の状況 

 手続きについて書いておきます。 

１． 滞在許可証 

12 月 10 日に OFII で手続きを行い、ようやく滞在許可証を取得できました。やっと、とい

う感じですが無事に取得できて本当に良かったです。インターネットなどで調べていると

手続きの際には書類の提出し、健康診断を受けると書いてある記事が多かったのですが、

私は書類の提出のみでした。帰宅してから本当に大丈夫かなと心配になり、OFII にメール

を送り、フランスにいる日本人の友人にも聞いてみました。友人の話によると健康診断は

受けなくてもよいらしく、問題はないことが分かりました。ただ、OFII からは返信は帰っ

てこず、やはり日本とは仕組みだったり対応だったりが違うなと感じます。 

２． その他手続き 

国民健康保険の加入手続きを行いました。インターネットから写真あるいは PDF で書類を

提出することができます。必要な書類は①学生証②パスポート③学生ビザ④戸籍謄本の翻

訳⑤滞在許可証⑥RIB（これはフランスの銀行口座の情報です）です。現在審査中というこ

とでこの書類で大丈夫なのかは今のところ不明です。来月詳しく載せたいと思います。ま

た、住宅補助については申請が難しいためこちらの友人に年が明けてから手続きを手伝っ

てもらうことにしました。なのでこちらも来月記入します。 

 

先月から今月にかけ、フランスでは毎週デモが起こっています。先月マクロン政権が自動車燃

料増税を宣言したことにより、それに反対する住民が黄色いベストを着用して抗議運動を起こし、

それが全国規模に拡大していったようです。この抗議運動のメンバーの中には過激な集団も存在

し、建物の破壊、放火なども発生したようで、これを鎮めるために催涙ガスが使用されるなど、

危険な状況が続いていました。幸い私の住む地域は繁華街から離れているので、被害を受けるこ

とはありませんでしたが、この抗議運動は日本でも大々的に報道されたようで、家族や友人が心

配して連絡をくれました。また、これに加えてフランスで最も規模の大きいクリスマスマーケッ

トの一つでもあるストラスブールのクリスマスマーケットで、銃撃事件が起こりました。日本に

いても様々な事件が発生していると思うので、フランスがとりわけ危険だとは思いませんが、

様々な宗教の問題なども存在するので、今後も自分の身を守れるように、危ない場所に出向いた

り、一人で大勢の集まる場所に行ったりしないように気を付けていきたいと思います。 

また先月よりもさらに寒さが厳しくなり、少し体調を崩してしまいました。日本にいればすぐ

に自分にあった薬をもらえるのに、、、と思います。自分の生まれた国、慣れ親しんだ国を離れる

という経験をし、より一層母国のありがたみや日本での生活は恵まれた環境であることを感じて
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います。今後は風邪をひかないようにしっかり栄養のある食事と規則正しい生活を心がけようと

思います。 

先月の報告書ではルームシェアのデメリットを書いてしまいましたが、デメリットばかりでは

ありません(笑)12 月 24 日はクリスマスイヴだったので２人でクリスマスマーケットへ行きまし

た。そこでお互いにプレゼントやお菓子を買い、夜はケーキを食べてプレゼント交換をしました。

クリスマスと年末年始の休暇に帰国する人もいますが、私たちは 2 人ともフランスに残る予定

だったので楽しいクリスマスが過ごせてよかったです。年越しのカウントダウンは行ってみたか

ったのですが、テロやデモなどが続いていたこと、課題に追われていたことで今回は断念するこ

とにしました。 

いくつか写真を載せておきます。 

 

 

↑クリスマスマーケット近くの Défense の街並み。中心部と違って高層ビルだらけでした。 

 
↑クリスマスマーケット。とっても可愛らしい装飾が印象的でした。 
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↑ルームメイトとケーキとマカロンでクリスマスをお祝いしました！ 

ネックレスをもらい、アロマキャンドルをプレゼントしました。 

 
↑こちらは Provins の中世のクリスマスマーケット。現代の洋服ではなく、中世の衣装で訪れて

いる人もたくさんいました。 
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↑こちらはリンゴジャムを作っている様子。中世と同じ方法で作られていました。 

実際に作っているところを見られたのはとても貴重な体験だったと思います。 

 
↑ツリーも。街並みもパリの中心部とは少し違っていて趣を感じました。 
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↑こちらはパッサージュです。ガラス屋根に覆われたアーケード街で 19 世紀の雰囲気を味わえ

ます。クリスマスが近かったのでイルミネーションがきれいでした。 
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↑可愛らしいお店やレトロな小物などもたくさんあって何度来ても飽きない場所だと思います。 

 

留学生活ももうすぐ中盤に差し掛かろうとしています。悔いのないように 1 日 1 日を過ごし

ていけたらと思います。 
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海外派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2019/01/01 ～2019/01/31 ) 

                                               

１． 勉学の状況 

 1 月の頭に文学部の期末テストがありました。第 1 セメスター中に受講していた 2 つの授業で

はそれぞれ 3 冊ずつ詩や小説を扱っており、それに関する問題が論述形式で出題されました。

それぞれの作品の内容についての問題というよりは、作品に触れながら作品が描かれた背景や当

時の文学の流れなどについて問うような問題だったように思います。フランス語圏の文学の授業

では、自伝的な作品を扱っていたので、フィクションと自伝の境界について問う問題や、扱った

作品同志を比較して分析するという論述問題が出題されました。20 世紀のフランス文学の授業

では、扱った作品が不幸な愛の詩についての詩的ビジョンをどのように新しくしたかを問う問題

などが出題され、20 世紀の文学界において代表的な作品が果たした役割などが問われているよ

うに感じました。テスト中も留学生は辞書の使用が可能だったのですが、作品全体への理解が浅

かった上、論述はとても難しかったので、何度も書き直して、まとめるという作業を繰り返して

いると全く時間が足りませんでした。満足のいく結果になったとは思えませんが、1 月の最終週

から文学部では 2 セメスターの授業も早速始まったので、気持ちを切り替えて次回はしっかり

深く理解してテストに臨めたらと思います。 

 第 2 セメスターでは比較文学のイントロダクションの授業と言語学のイントロダクションの

授業を取ることに決めました。比較文学の授業ではタヒチに関する作品を通して作品を比較して

いく授業なので、参考文献を少しずつ読み進めていこうと思います。また、言語学の授業は文学

とは少し離れるのですが、興味があったので受講してみることにしました。難しそうなのですが、

フランス語を深く知る機会になると思うので楽しみです。フランス語の授業は 2 月の半ばから

始まるのですが、今のところ第 1 セメスターと同じ中級クラスの読解、文法、オーラル、ライ

ティングの４つの授業を受講する予定です。 

 

 

２． 生活の状況 

 手続きについて書いておきます。 

１． 国民健康保険 

手続きが無事に済み、メールを受け取りました。今後は病院にかかった際、日本と同じ 3

割負担でほとんどの治療ができます。 

２． 住宅補助 

こちらはインターネットで申請をしました。しかし、ルームメイトを含めて登録したため、

少し手続きがややこしくなってしまい、フランス人の知人に助けてもらいながら申請中で
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す。必要な書類は①ビザ②滞在許可証③戸籍謄本のフランス語訳です。ただ、今後寮から

ホームステイに切り替える可能性があるので、手当がもらえるかどうか確実ではありませ

ん。 

 

4 月に行われる文学部の文化祭の準備が 1 月の終わりから始まりました。私は留学生チームの

一員として参加しています。テーマは d’une lune（月） à l’autre（他者）ということで、私た

ちは舞台でそれぞれの母国の月に関する詩や歌を披露し、それについて質問をしながら文学的に

分析していく演劇のようなものをすることになりました。私は『荒城の月』を選び、それをフラ

ンス語に訳してみんなに読んでもらったのですが、細かいニュアンスを伝えることがとても難し

く、上手くフランス語に訳すのに時間がかかりました。フランス語だけで他の学生と協力して 1

つのものを作り上げるということはとても難しいことだと感じるとともに、とても貴重な経験で

あると感じているので、今後はさらに積極的に話したり、意見を言ったりしていいものを作り上

げられたらと思います。 

1 月になってから、アソシエーションを通してフランス人の友人が増え、フランス語を話す機

会が増えたように感じます。9 月にフランスに到着した頃は全く分からなかったことも、今では

ゆっくり話してもらえれば聞き取れるようになったり、以前よりも自分の言葉で伝えられるよう

になったりしているように思います。ただ、やはり思っていることや話したいことを伝えるとい

うことはとても難しく、いつも同じ返事だったり似たような表現しかできなかったり、とまだま

だ勉強不足だとも感じます。そんな時、アソシエーションで知り合った日本人の女性がホームス

テイをしてくれる学生を探している人がいると教えてくださいました。その方は子供が日本人と

結婚したこともあって日本人に対して優しいこと、またフランス語を伸ばすいい機会になるとい

うことを踏まえて、家賃は寮より高いですが、引っ越しをしようかと考えています。やはりせっ

かくフランスに留学してきたので、英語しか話せないルームメイトと暮らすよりはフランス語に

触れる機会の多いホームステイはメリットが多いのかと思います。また、フランスの家庭で生活

するということもフランスの文化に触れる上でとても有意義なことだと思うので、両親とも相談

しながら考えていきたいと思っています。 

 

テストが終わってから第 2 セメスターが始まるまで少し余裕があったので、パリの軍事博物

館と美術館を訪問しました。日本ではあまり頻繁に芸術に触れる機会を持たなかったのですが、

こちらに来て多くの芸術作品と出会うことができ、有意義な時間を過ごせているように感じます。

また様々な芸術に触れるうちに、特に日本の歴史や文化、絵画などの芸術について自分がいかに

無知であるかを実感しています。なのでこの留学をきっかけに、今後は多くの本を読んだり美術

館に頻繁に足を運んだりして、日本、さらには世界の芸術や歴史についてもっと知識を深められ

たらと思っています。印象に残った写真をいくつか載せておきます。 
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↑戦車とキャノン砲です。実際に近くで見たことがなかったので、大きさや迫力に驚く

とともに、恐ろしさを感じました。戦争を体験したことのない私たちは平和であることを

当たり前だと感じていますが、この平和の大切さを知り、今後も守っていくためにはこの

ような機会を作って戦争について知ることが大切だと思います。 



A4-2 
 

ver.2 
 

 

↑こちらは軍服です。時代や地域によって全く色やデザインが異なっているのは興味深

かったです。特に淡いブルーの軍服は塹壕戦などの際に空の色に同化するために使用され

たようで、その歴史や背景などを知ることも面白いと思いました。 
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↑戦争の様子は絵画にも残されています。上の写真の一番右の軍服はこの作品に描かれ

た多くの兵隊が身に着けているものと同じです。 
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↑厳しい戦争の様子が絵画にもしっかりと記録されていました。 
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↑こちらの 2 つの写真は Musée de La Vie Romantique という美術館で撮った写真です。

小さな美術館でしたが、様々な作品があったり、このように当時の部屋の様子が再現され

ている空間もあったりととても楽しむことができました。 
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↑こちらの 3 枚の写真は Musée de Montmartre という美術館での写真です。有名なモン

マルトルの丘の近くにあります。Le Chat Noir はモンマルトルにあったキャバレーで、この

美術館ではその歴史に触れることができます。また Suzanne Valadon のアトリエが再現さ

れた部屋もあり、とても興味深い美術館でした。この日は雪も降り、美術館の庭もうっす

ら白くなっていてとてもきれいでした。 
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↑私の部屋からの景色です。パリも冷え込み、雪が降りました。例年パリはそんなに雪

が積もらないらしいのでこの日は珍しく積もった方だと思います。 

 

フランスでの生活も 5 ヶ月が過ぎ、とても慣れてきたように感じます。今後も新しいこ

とや言葉の壁などいろいろな困難にぶつかることもあると思いますが、残りの生活も悔い

のないように楽しんで過ごしていきたいです。 
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海外派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2019/02/01 ～2019/02/28 ) 

                                               

１． 勉学の状況 

 先月の報告書に書いたように、第 2 セメスターでは比較文学入門の授業と言語学入門の授業

を受講しています。比較文学の授業では今月、タヒチ出身の作家の詩を読みました。彼女の作品

は 2 言語を併用していて、フランス語とは別にポリネシア語も出てきます。『詩』という難解な

ジャンルである上に他の言語も頻出していて、読むのに苦労するのですが、そのおかげで異国情

緒の漂う作品になっていてとてもおもしろいです。言語学の授業は日本の大学でも受講したこと

があったので、今回は聴講という形式をとりました。文学を勉強しているだけでは知り得なかっ

た単語も出てくるので、授業は難しいですが、先生は様々な例を挙げて説明してくださるため、

比較的理解しやすいです。前回は言語記号の種類について学びました。漢字のようなピクトグラ

ム、アルファベットなどの表音文字、ひらがなのような音節文字、そして象形文字のような表意

文字など様々な記号があり、そのそれぞれに特徴や利点があるというのがとても興味深かったで

す。 

 また、第 1 セメスターに引き続き、フランス語の授業も受講しています。ただ、今セメスタ

ーは留学生が少なかったせいか、中級クラスの授業は週に 2 クラスしか開講されなかったため、

私は中級クラスの文法の授業と、ライティングの授業を受講しています。また、「文法やライテ

ィングはよくできているから、上級クラスに移ってみたら？」と先生に勧められたのですが、登

録の変更はどうしてもできないと言われたので、上級クラスの文法の授業のみ聴講生として参加

させてもらうことにしました。やはり上級クラスということで、ペラペラとしゃべられる学生が

たくさんいますが、彼らにも刺激を受けて、もっともっとフランス語のレベルを上げていけたら

と思います。 

 

２． 生活の状況 

 住宅補助の手続きを進めました。オンラインで申請を行ったのですが、記入内容に誤りがあり、

訂正を行っている途中です。現在連絡を待っているのですがなかなか連絡が来ないです、、、さす

がフランス、といったところでしょうか（笑）いい意味でも悪い意味でもやはり色々なことがの

んびりと進んでいるように感じます。必要書類の中に出生証明書があったので、日本から持参し

た戸籍謄本を在仏日本大使館に持って行って出生証明書の形式にしてもらいました。手続きには

書類の記入と 10€が必要で、所要期間は 3 日でした。 

 また、先月ホームステイのことに触れましたが、4 月から寮を離れ、ホームステイに切り替え

ることにしました。ホームステイを受け入れてくださったのは年配の女性の方で、息子さんが日

本人の方と結婚し、日本に住んでいるということで、とても親日な方です。また、彼女はフラン
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ス人ではなく、スペイン出身の方なので、フランス語が完璧というわけではないですが、とても

感じが良く親切でフランス語でたくさん話してくださいます。初めにホームステイ先に見学に行

った際は、紹介してくださった日本人の方に同行してもらい、説明を受けました。その後、自分

からホームマザーにメッセージと電話で連絡しました。文章でのやり取りは慣れているので問題

なかったのでが、電話のやり取りは聞き取りづらく、慣れないので少し怖かったです。ですが、

なんとか自身のフランス語でやり取りをし、少し世間話などもすることができたので、少しは私

のフランス語も成長してきたのかなと感じています。1 ヶ月半という短い期間ではありますが、

自分のフランス語を実践するためにも、フランスのアパートメントでの生活を体験するためにも

いい選択だと思うので、楽しみたいと思っています。 

 4 月の文学部の文化祭への準備も進んでいます。正直どの学生もフランス語の聞き取り力が高

く、会話についていけないことも多々あります、、、しかし、授業を一緒に受講している学生など

も多くいるので、少しずつ仲が深まり、会話する機会も増えてきてとても嬉しいです。先週は発

表する日本語の詩と中国語の歌の練習をしていたのですが、ヨーロッパの学生に日本語と中国語

って近い？お互いに理解できる？という質問から色んな国の言葉だったり、文化だったりについ

て話すこともでき、とても刺激を受けたし、楽しかったです。今後はもっともっといろいろな学

生と話したいので、もっともっとフランス語力、会話力を上げていきたいと思います。 

 

今月に入ってから大学の友人と高校時代の友人がフランスに遊びに来てくれました。気を許せ

る友人と日本語でたくさん話すことができて、とても良い息抜きになりました。また、今まで訪

れていなかったヴェルサイユ宮殿やディズニーランドパリにも足を運ぶことができてとてもい

い休日を過ごせたと感じています。 

 

↑マドレーヌ寺院です。とても厳かで神聖な場所でした。 
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↑オペラガルニエです。建物の見学のみしてきました。当日、ホールは閲覧禁止だったのですが、

偶然少しだけ見ることができました！下の写真はよく目にする写真だと思うのですが、実際に見

るとまさに豪華絢爛で息をのむほど素晴らしかったです。 
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↑モネの作品 

 
↑ルノワールの作品 
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↑モネの『草上の昼食』 

友人とオルセー美術館に行ってきました。日曜日は無料ということで多くの人でにぎわっていま

した。こちらの作品はどれも印象派の作品です。私は絵画の知識はないのですが、これらの作品

はとても優しいタッチで描かれており、とてもお気に入りの作品です。日本でも見る機会があっ

たし、オルセー美術館を訪れるのは 2 回目なので何度か目にしていますが、何度見てもとても

興味深く美しい作品だなと思います。 

 

↑チュイルリー公園 
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↑エトワール凱旋門 
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↑ずっと行ってみたかったヴェルサイユ宮殿にも足を運びました。どの部屋も広く美しく、豪華

な庭もあり、当時の王室の権力の大きさが伺えます。 
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↑ディズニーランドパリです。こちらも友人と行ってきました。日本とはお城の色や形も違い、

とても楽しむことができました。夜にはプロジェクションマッピングも見ることができ、夢の国

でとても楽しいひと時を過ごすことができました。 

 

 2 月に入ってからこちらはとても過ごしやすい天気が続き、もう春がすぐそこまで来ているよ

うに感じます。留学も残り 3 ヶ月をきり、カウントダウンが始まりました。最後まで気を抜か

ず努力すると同時に、こちらでの生活も噛みしめながら 1 日 1 日を過ごしていきたいと思いま

す。 
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